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Firepowerインターフェイスについて
Firepower 4100/9300シャーシは、物理インターフェイスおよびEtherChannel（ポートチャネル）
インターフェイスをサポートします。EtherChannelのインターフェイスには、同じタイプのメ
ンバインターフェイスを最大で 16個含めることができます。

シャーシ管理インターフェイス

シャーシ管理インターフェイスは、SSHまたは Firepower Chassis Managerで FXOSシャーシの
管理に使用されます。このインターフェイスは [MGMT]として [Interfaces]タブの上部に表示
されます。[Interfaces]タブでは、このインターフェイスの有効と無効を切り替えられるだけで
す。このインターフェイスは、アプリケーション管理の論理デバイスに割り当てる管理タイプ

のインターフェイスから分離されています。

このインターフェイスのパラメータを設定するには、CLIから設定する必要があります。管理
IPアドレスの変更も参照してください。このインターフェイスについての情報を FXOSCLIで
表示するには、ローカル管理に接続し、管理ポートを表示します。

Firepower # connect local-mgmt

Firepower(local-mgmt) # show mgmt-port

物理ケーブルまたは SFPモジュールが取り外されている場合や mgmt-port shutコマンドが実
行されている場合でも、シャーシ管理インターフェイスは稼働状態のままである点に注意して

ください。
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インターフェイスタイプ

各インターフェイスは、次のいずれかのタイプになります。

• Data：データインターフェイスは論理デバイス間で共有できません。

• Mgmt：管理インターフェイスを使用してアプリケーションインスタンスを管理します。
外部ホストにアクセスするために1つまたは複数の論理デバイスで共有できます。論理デ
バイスはこのインターフェイスを介して、インターフェイスを共有する他の論理デバイス

と通信することはできません。各論理デバイスには、管理インターフェイスを1つだけ割
り当てることができます。個別のシャーシ管理インターフェイスについては、シャーシ管

理インターフェイス（1ページ）を参照してください。

FTDアプリケーションでは、物理的な管理インターフェイスは、診断論理インターフェイ
スと管理論理インターフェイス間で共有されます。管理論理インターフェイスはデバイス

の他のインターフェイスから切り離されています。これは、Firepower Management Center
にデバイスを設定し、登録するために使用されます。独自のローカル認証、IPアドレス、
およびスタティックルーティングを使用します。FirepowerManagement Center構成ガイド
の「SystemConfiguration」の章にある「Management Interfaces」のセクションを参照してく
ださい。

診断論理インターフェイスは残りのデータインターフェイスとともに、FMCの [Devices]>
[Device Management] > [Interfaces]画面で構成できます。診断インターフェイスの使用は
オプションです。診断インターフェイスは管理トラフィックのみを許可し、トラフィック

のスルーは許可しません。

• Firepowerイベント：このインターフェイスはFTDデバイスのセカンダリ管理インターフェ
イスです。このインターフェイスを使用するには、FTDCLIで IPアドレスなどのパラメー
タを設定する必要があります。たとえば、イベント（Webイベントなど）から管理トラ
フィックを分類できます。FirepowerManagementCenter構成ガイドの「SystemConfiguration」
の章にある「Management Interfaces」のセクションを参照してください。Firepowerイベン
トインターフェイスは、外部ホストにアクセスするために1つまたは複数の論理デバイス
で共有できます。論理デバイスはこのインターフェイスを介してインターフェイスを共有

する他の論理デバイスと通信することはできません。

• Cluster：クラスタ化された論理デバイスに使用する特別なインターフェイスタイプです。
このタイプは、ユニット間のクラスタ通信用にクラスタ制御リンクに自動的に割り当てら

れます。デフォルトでは、クラスタ制御リンクは 48番のポートチャネル上に自動的に作
成されます。

ハードウェアバイパスペア

FTDの場合、Firepower 9300および 4100シリーズの特定のインターフェイスモジュールを使
用して、ハードウェアバイパス機能を有効にします。ハードウェアバイパスにより、停電中

のインラインインターフェイスペア間でトラフィックが流れ続けます。この機能は、ソフト

ウェアまたはハードウェア障害の発生時にネットワーク接続を維持するために使用できます。
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ハードウェアバイパス機能は、FTDアプリケーション内で設定されます。これらのインター
フェイスをハードウェアバイパスペアとして使用する必要はありません。これらは、ASAと
FTDアプリケーションの両方について通常のインターフェイスとして使用できます。ハード
ウェアバイパス対応のインターフェイスをブレークアウトポート用に設定することはできな

いため注意してください。ハードウェアバイパス機能を使用するには、ポートをEtherChannel
として設定しないでください。そうでない場合は、これらのインターフェイスを通常のイン

ターフェイスモードの EtherChannelメンバとして含めることができます。

FTDは、以下のモデルの特定のネットワークモジュールのインターフェイスペアでハード
ウェアバイパスをサポートします。

• Firepower 9300

• Firepower 4100シリーズ

これらのモデルでサポートされているハードウェアバイパスネットワークモジュールは以下

のとおりです。

• FirePOWER 6ポート 1G SX FTWネットワークモジュールシングルワイド
（FPR-NM-6X1SX-F）

• FirePOWER 6ポート 10G SR FTWネットワークモジュールシングルワイド
（FPR-NM-6X10SR-F）

• FirePOWER 6ポート 10G LR FTWネットワークモジュールシングルワイド
（FPR-NM-6X10LR-F）

• FirePOWER 2ポート 40G SR FTWネットワークモジュールシングルワイド
（FPR-NM-2X40G-F）

• Firepower 8ポート 1G Copper FTWネットワークモジュールシングルワイド
（FPR-NM-8X1G-F）

ハードウェアバイパスでは以下のポートペアのみ使用できます。

• 1と 2

• 3と 4

• 5と 6

• 7および 8

ジャンボフレームサポート

Firepower4100/9300シャーシは、デフォルトで有効になっているジャンボフレームをサポート
します。Firepower4100/9300シャーシにインストールされた特定の論理デバイスのジャンボフ
レームサポートを有効にするには、論理デバイスのインターフェイスに適切なMTUの設定を
構成する必要があります。
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Firepower 4100/9300シャーシのアプリケーションでサポートされている最大MTUは、9184で
す。

Firepower Threat Defenseのインラインセットリンクステートの伝達
インラインセットはワイヤ上のバンプのように動作し、2つのインターフェイスを一緒にバイ
ンドし、既存のネットワークに組み込みます。この機能によって、隣接するネットワークデバ

イスの設定がなくても、任意のネットワーク環境にシステムをインストールすることができま

す。インラインインターフェイスはすべてのトラフィックを無条件に受信しますが、これらの

インターフェイスで受信されたすべてのトラフィックは、明示的にドロップされない限り、イ

ンラインセットの外部に再送信されます。

FTDアプリケーションでインラインセットを設定し、リンクステート伝達を有効にすると、
FTDはインラインセットメンバーシップを FXOSシャーシに送信します。リンクステート伝
達により、インラインセットのインターフェイスの1つが停止した場合、シャーシは、インラ
インインターフェイスペアの 2番目のインターフェイスも自動的に停止します。停止したイ
ンターフェイスが再び起動すると、2番目のインターフェイスも自動的に起動します。つまり、
1つのインターフェイスのリンクステートが変化すると、シャーシはその変化を検知し、その
変化に合わせて他のインターフェイスのリンクステートを更新します。ただし、シャーシから

リンクステートの変更が伝達されるまで最大 4秒かかります。障害状態のネットワークデバ
イスを避けてトラフィックを自動的に再ルーティングするようルータが設定された復元力の高

いネットワーク環境では、リンクステート伝播が特に有効です。

Firepowerインターフェイスに関する注意事項と制約事項

インラインセット FTD

•物理インターフェイス（通常かつブレークアウトポート）と Etherchannelのサポート。

•リンクステートの伝達はサポートされます。

ハードウェアバイパス

• FTDをサポート。ASAの通常のインターフェイスとして使用できます。

• FTDはインラインセットを含むハードウェアバイパスのみをサポートします。

•ハードウェアバイパス対応のインターフェイスをブレークアウトポート用に設定するこ
とはできません。

•ハードウェアバイパスインターフェイスを EtherChannelに含めたり、ハードウェアバイ
パスに使用することはできません。EtherChannelで通常のインターフェイスとして使用で
きます。
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デフォルトのMACアドレス

デフォルトのMACアドレスの割り当ては、インターフェイスのタイプによって異なります。

•物理インターフェイス：物理インターフェイスは、Burned-inMACAddressを使用します。

• EtherChannel：EtherChannelの場合は、そのチャネルグループに含まれるすべてのインター
フェイスが同じMACアドレスを共有します。この機能によって、EtherChannelはネット
ワークアプリケーションとユーザに対してトランスペアレントになります。ネットワーク

アプリケーションやユーザから見えるのは1つの論理接続のみであり、個々のリンクのこ
とは認識しないからです。ポートチャネルインターフェイスは、プールからの一意の

MACアドレスを使用します。インターフェイスのメンバーシップは、MACアドレスには
影響しません。

インターフェイスの設定
デフォルトでは、物理インターフェイスは無効になっています。インターフェイスを有効に

し、EtherChannels、インターフェイスプロパティを編集して、ブレークアウトポートを設定
できます。

インターフェイスの有効化または無効化

各インターフェイスの [AdminState]を有効または無効に切り替えることができます。デフォル
トでは、物理インターフェイスは無効になっています。

手順

ステップ 1 [Interfaces]を選択して [Interfaces]ページを開きます。

[Interfaces]ページでは、上部に現在インストールされているインターフェイスが視覚的に表示
され、下部の表にそれらのリストが表示されます。

ステップ 2 インターフェイスを有効にするには、[disabled]スライダ（ ）をクリックします。これ

で、[enabled]スライダ（ ）に変わります。

[Yes]をクリックして、変更を確認します。視覚的に表示された対応するインターフェイスが
グレーからグリーンに変わります。

ステップ 3 インターフェイスを無効にするには、[enabled]スライダ（ ）をクリックします。これで、

[disabled]スライダ（ ）に変わります。

[Yes]をクリックして、変更を確認します。視覚的に表示された対応するインターフェイスが
グリーンからグレーに変わります。
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物理インターフェイスの設定

インターフェイスを物理的に有効および無効にすること、およびインターフェイスの速度と

デュプレックスを設定することができます。インターフェイスを使用するには、インターフェ

イスをFXOSで物理的に有効にし、アプリケーションで論理的に有効にする必要があります。

始める前に

•すでに EtherChannelのメンバーであるインターフェイスは個別に変更できません。
EtherChannelに追加する前に、設定を行ってください。

手順

ステップ 1 [Interfaces]を選択して [Interfaces]ページを開きます。

[Interfaces]ページには、ページの上部に現在インストールされているインターフェイスが視覚
的に表示され、下の表にはインストールされているインターフェイスのリストが示されていま

す。

ステップ 2 編集するインターフェイスの行の [Edit]をクリックし、[Edit Interface]ダイアログボックスを開
きます。

ステップ 3 インターフェイスをイネーブルにするには、[Enable]チェックボックスをオンにします。イン
ターフェイスをディセーブルにするには、[Enable]チェックボックスをオフにします。

ステップ 4 インターフェイスの [Type]を次から選択します。[Data]、[Mgmt]、[Firepower-eventing]、また
は [Cluster]。

[Cluster]タイプは選択しないでください。デフォルトでは、Cluster Control Linkはポートチャ
ネル 48に自動的に作成されます。

ステップ 5 （任意） [Speed]ドロップダウンリストからインターフェイスの速度を選択します。

ステップ 6 （任意）インターフェイスで [Auto Negotiation]がサポートされている場合は、[Yes]または
[No]オプションボタンをクリックします。

ステップ 7 （任意） [Duplex]ドロップダウンリストからインターフェイスのデュプレックスを選択しま
す。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

EtherChannel（ポートチャネル）の追加
EtherChannel（別名ポートチャネル）には、同じタイプのメンバーインターフェイスを最大16
個含めることができます。リンク集約制御プロトコル（LACP）では、2つのネットワークデ
バイス間でリンク集約制御プロトコルデータユニット（LACPDU）を交換することによって、
インターフェイスが集約されます。
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各メンバインターフェイスがLACP更新を送受信するように、Firepower 4100/9300シャーシは
EtherchannelをアクティブLACPモードでしかサポートしません。アクティブEtherChannelは、
アクティブまたはパッシブ EtherChannelと接続を確立できます。LACPトラフィックを最小に
する必要がある場合以外は、アクティブモードを使用する必要があります。

LACPでは、ユーザが介入しなくても、EtherChannelへのリンクの自動追加および削除が調整
されます。また、コンフィギュレーションの誤りが処理され、メンバインターフェイスの両端

が正しいチャネルグループに接続されていることがチェックされます。

Firepower 4100/9300シャーシが EtherChannelを作成すると、EtherChannelは [Suspended]状態に
なり、物理リンクがアップしても論理デバイスに割り当てるまでそのままになります。

EtherChannelは次のような状況でこの [Suspended]状態になります。

• EtherChannelがスタンドアロン論理デバイスのデータまたは管理インターフェイスとして
追加された

• EtherChannelがクラスタの一部である論理デバイスの管理インターフェイスまたはCluster
Control Linkとして追加された

• EtherChannelがクラスタの一部である論理デバイスのデータインターフェイスとして追加
され、少なくとも 1つのユニットがクラスタに参加している

EtherChannelは論理デバイスに割り当てるまで動作しないことに注意してください。EtherChannel
が論理デバイスから削除された場合や論理デバイスが削除された場合は、EtherChannelが
[Suspended]状態に戻ります。

手順

ステップ 1 [Interfaces]を選択して、[Interfaces]ページを開きます。

[Interfaces]ページでは、上部に現在インストールされているインターフェイスが視覚的に表示
され、下部の表にそれらのリストが表示されます。

ステップ 2 インターフェイステーブルの上にある [Add Port Channel]をクリックして、[Add Port Channel]
ダイアログボックスを開きます。

ステップ 3 [Port Channel ID]フィールドに、ポートチャネルの IDを入力します。有効な値は、1～ 47で
す。

クラスタ化した論理デバイスを導入すると、ポートチャネル 48はクラスタ制御リンク用に予
約されます。クラスタ制御リンクにポートチャネル 48を使用しない場合は、別の IDで
EtherChannelを設定し、インターフェイスにクラスタタイプを選択できます。インターフェイ
スをクラスタ EtherChannelに割り当てないでください。

ステップ 4 ポートチャネルを有効化するには、[Enable]チェックボックスをオンにします。ポートチャネ
ルをディセーブルにするには、[Enable]チェックボックスをオフにします。

ステップ 5 インターフェイスの [タイプ（Type）]を次から選択します。[Data]、[Mgmt]、
[Firepower-eventing]、または [Cluster]。
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デフォルトの代わりに、このポートチャネルを Cluster Control Linkとして使用する場合以外
は、[Cluster]タイプを選択しないでください。

ステップ 6 ドロップダウンリストでメンバインターフェイスの [Admin Speed]を設定します。

ステップ 7 [Admin Duplex]、[Full Duplex]または [Half Duplex]を設定します。

ステップ 8 ポートチャネルにインターフェイスを追加するには、[Available Interface]リストでインター
フェイスを選択し、[Add Interface]をクリックしてそのインターフェイスを [Member ID]リス
トに移動します。同じタイプと速度の最大 16のインターフェイスを追加できます。

複数のインターフェイスを一度に追加できます。複数の個別インターフェイスを選択

するには、Ctrlキーを押しながら目的のインターフェイスをクリックします。一連の
インターフェイスを選択するには、その範囲の最初のインターフェイスを選択し、

Shiftキーを押しながら最後のインターフェイスをクリックして選択します。

ヒント

ステップ 9 ポートチャネルからインターフェイスを削除するには、[Member ID]リストでそのインターフェ
イスの右側にある [Delete]ボタンをクリックします。

ステップ 10 [OK]をクリックします。

ブレークアウトケーブルの設定

Firepower4100/9300シャーシで使用するブレークアウトケーブルを設定するには、次の手順に
従います。ブレークアウトケーブルを使用すると、1つの 40 Gbpsポートの代わりに 4つの 10
Gbpsポートを実装できます。

始める前に

ハードウェアバイパス対応のインターフェイスをブレークアウトポート用に設定することは

できません。

手順

ステップ 1 [Interfaces]を選択して [Interfaces]ページを開きます。

[Interfaces]ページでは、上部に現在インストールされているインターフェイスが視覚的に表示
され、下部の表にそれらのリストが表示されます。

ブレークアウトケーブルに対応できるインターフェイスが、現在そのように設定されていない

場合は、そのインターフェイスの行に [Breakout Port]アイコンが表示されます。ブレークアウ
トケーブルを使用するように設定されているインターフェイスの場合、個々のブレークアウト

インターフェイスが別々にリストされます（例：イーサネット 2/1/1、2/1/2、2/1/3、2/1/4）。

ステップ 2 1つの 40 Gbpsインターフェイスを 4つの 10 Gbpsインターフェイスに変換するには、次の手順
を実行します。

a) 変換するインターフェイスの [Breakout Port]アイコンをクリックします。
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[Breakout Port Creation]ダイアログボックスが開いて、続行の確認を求められ、シャーシの
リブートについての警告が表示されます。

b) 確認のために [Yes]をクリックします。

Firepowerシャーシがリブートし、指定したインターフェイスが 4つの 10 Gbpsインター
フェイスに変換されます。

ステップ 3 4つの 10 Gbpsブレークアウトインターフェイスを 1つの 40 Gbpsインターフェイスに再度変
換するには、次の手順を実行します。

a) いずれかのブレークアウトインターフェイスの [Delete]をクリックします。

続行を確認するダイアログボックスが開いて、4つのブレークアウトインターフェイスが
すべて削除されてシャーシがリブートされることを警告します。

b) 確認のために [Yes]をクリックします。

Firepowerシャーシがリブートし、指定したインターフェイスが 1つの 40 Gbpsインター
フェイスに変換されます。

モニタリングインターフェイス
Firepower Chassis Managerの [Interfaces]ページから、シャーシにインストールされているイン
ターフェイスのステータスの表示、インターフェイスのプロパティの編集、インターフェイス

の有効化または無効化、ポートチャネルの作成を行えます。

[Interfaces]ページは、次の 2つのセクションから構成されています。

•上部のセクションには、Firepowerシャーシにインストールされているインターフェイス
が視覚的に表示されます。いずれかのインターフェイスにカーソルを合わせると、そのイ

ンターフェイスに関する追加情報が表示されます。

インターフェイスは現在のステータスを示すために色分けされています。

•緑色：インターフェイスはインストール済みで、有効になっています。

•ダークグレイ：そのインターフェイスはインストールされていますが、無効になって
います。

•赤色：インターフェイスの動作状態に問題があります。

•淡い灰色：インターフェイスがインストールされていません。

ポートチャネルのポートとして機能するインターフェイスは、こ

のリストに表示されません。

（注）
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•下部のセクションには、[All Interfaces]と [ハードウェアバイパス]の 2つのタブが含まれ
ています。[All Interfaces]タブ：インターフェイスごとに、インターフェイスを有効また
は無効にできます。[Edit]をクリックすると、インターフェイスのプロパティ（速度やイ
ンターフェイスタイプなど）を編集することもできます。ハードウェアバイパスについ

ては、ハードウェアバイパスペア（2ページ）を参照してください。

ポートチャネル 48クラスタタイプのインターフェイスは、メン
バインターフェイスが含まれていない場合は、[OperationState]を
[Failed]と表示します。シャーシ内クラスタリングの場合、この
EtherChannelはメンバインターフェイスを必要としないため、こ
の動作状態は無視して構いません。

（注）

インターフェイスの履歴

機能情報プラットフォームリリース機能名

FTDインラインセットで Etherchannel
を使用できるようになりました。

サポートされるプラットフォーム：
Firepower 4100/9300 FTD

2.1(1)FTDインラインセットでの
EtherChannelのサポート

FTDアプリケーションでインライン
セットを設定し、リンクステート伝達

を有効にすると、FTDはインライン
セットメンバーシップをFXOSシャー
シに送信します。リンクステート伝達

により、インラインセットのインター

フェイスの 1つが停止した場合、
シャーシは、インラインインターフェ

イスペアの2番目のインターフェイス
も自動的に停止します。

サポートされるプラットフォーム：
Firepower 4100/9300 FTD

2.0(1)FTDのインラインセットリンクス
テート伝達サポート

インターフェイス管理
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機能情報プラットフォームリリース機能名

ハードウェアバイパスは、停電時にト

ラフィックがインラインインターフェ

イスペア間で流れ続けることを確認し

ます。この機能は、ソフトウェアまた

はハードウェア障害の発生時にネット

ワーク接続を維持するために使用でき

ます。

新規/変更されたFirepowerManagement
Center画面：

[Devices] > [Device Management] >
[Interfaces] > [Edit Physical Interface]

サポートされるプラットフォーム：
Firepower 4100/9300 FTD

2.0(1)ハードウェアバイパスネットワーク

モジュールのサポート FTD

FTDで使用するために、Firepowerイ
ベントとしてインターフェイスを指定

できます。このインターフェイスは、

FTDデバイスのセカンダリ管理イン
ターフェイスです。このインターフェ

イスを使用するには、FTDCLIで IPア
ドレスなどのパラメータを設定する必

要があります。たとえば、イベント

（Webイベントなど）から管理トラ
フィックを分類できます。Firepower
Management Center構成ガイドの
「System Configuration」の章にある
「Management Interfaces」のセクション
を参照してください。

新規/変更された [Firepower Chassis
Manager]画面：

[Interfaces] > [All Interfaces] > [Type]

サポートされるプラットフォーム：
Firepower 4100/9300 FTD

1.1.4FTDの Firepowerイベントタイプイン
ターフェイス
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